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一
ご
一
干
九
を
示
し
た
。
そ
の
日
の
夕
食
時
に
私
は
小
学
校

三
年
の
娘
と
次
の
よ
う
な
会
話
を
し
た
。

私
司
今
日
は
暑
か
っ
た
ね
Ｌ
／
娘
「
三
十
七
度
だ
っ
て
Ｌ

／
私
司
そ
う
か
、
や
っ
ぱ
り
な
あ
ｌ
、
と
こ
ろ
で
今
は
何

度
ぐ
ら
い
な
ん
だ
Ｌ
／
娘
「
工
ｌ
ト
、
三
十
二
度
だ
よ
、

お
父
さ
ん
」
／
私
司
え
、
そ
ん
な
言
い
の
、
そ
れ
じ
ゃ
ク

ー
ラ
ー
を
つ
け
な
け
れ
ば
Ｌ

私
に
と
っ
て
気
温
（
の
数
値
）
の
高
さ
は
司
書
い
Ｌ
と

い
う
私
の
感
覚
の
正
し
さ
を
証
明
し
、
ク
ー
ラ
ー
の
ス
イ

ッ
チ
を
い
れ
る
墓
準
。
そ
の
意
味
で
、
私
の
意
識
や
行
動

を
、
外
か
ら
（
外
在
性
）
、
一
定
の
方
向
に
導
く
（
拘
束
性
）

〃
モ
ノ
″
で
あ
る
よ
う
だ
。

だ
が
、
気
温
と
は
、
本
来
、
大
気
の
状
態
を
数
値
で
示

す
モ
ノ
サ
シ
の
一
つ
。
他
方
、
暑
い
と
い
う
感
覚
に
は
、

1壱のにご勅る〃

気
温
は
〃
モ
ノ
″

な
の
だ
ろ
う
か

静
岡
大
学馬

居
政
幸

そ
の
よ
う
に
感
じ
だ
時
の
私
の
服
装
や
体
調
や
場
所
な
ど

多
様
な
要
素
が
包
含
さ
れ
て
い
る
は
ず
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
日
の
静
岡
気
象
台
が
発
表
し
た
最
高

気
温
は
三
十
七
度
。
そ
れ
を
一
ヨ
ー
ス
で
知
つ
だ
娘
が
私

に
教
え
て
く
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
翌
朝
の
新
間

に
は
三
十
九
度
を
示
す
市
役
所
の
温
度
計
の
写
真
か
掲
載

さ
れ
て
い
た
。
市
役
所
の
温
度
計
は
狂
っ
て
い
た
の
か
。

も
ち
ろ
ん
そ
う
で
は
な
い
。
気
象
台
の
百
葉
箱
の
中
と
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
照
り
返
し
の
中
の
温
度
の
違
い
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
最
高
気
温
と
は
何
か
。

私
た
ち
は
、
特
定
の
性
質
や
状
態
を
示
す
記
号
を
、
〃
モ

ノ
″
自
体
と
し
て
と
ら
え
す
ぎ
て
い
な
い
か
。
専
門
家
の

権
威
や
道
具
の
精
密
さ
へ
の
信
頼
が
か
え
っ
て
〃
モ
ノ
″

と
人
の
関
係
を
狭
く
し
て
い
な
い
か
。

日
本
の
学
槙
で
最
初
に
記
録
的
と
形
容
さ
れ
た
〃
モ
ノ
″

が
何
で
あ
っ
た
の
か
を
調
べ
て
み
た
く
な
っ
だ
。
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１
台
風
は
チ
ョ
ウ
も
運
ぶ
？

こ
の
夏
、
岩
手
県
の
北
、
久
慈
市
で
熱
帯
系
の
チ

ョ
ウ
可
ウ
ス
イ
ロ
コ
ノ
マ
チ
ョ
ウ
」
が
見
つ
か
つ
だ
。

こ
の
チ
ョ
ウ
は
、
鹿
児
島
県
の
屋
久
島
以
南
に
し

か
分
布
し
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
南
方
系
の
チ
ョ
ウ

が
な
ぜ
岩
手
に
と
話
題
を
よ
ん
だ
。

原
因
と
し
て
は
、
こ
の
膜
ち
ょ
う
ど
台
風
佃
号
が

通
過
し
た
後
で
あ
り
、
も
し
か
し
た
ら
そ
の
台
風
が

運
ん
で
き
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
研
究
者
は
考
え

て
い
る
。

台
風
は
、
雨
、
風
の
他
に
チ
ョ
ウ
も
運
ぶ
ら
し
い
。

２
岩
手
に
メ
ダ
カ
の
空
白
地
域

メ
ダ
カ
は
日
本
全
国
に
分
布
し
て
お
り
、
教
科
書

で
は
最
も
身
近
な
魚
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
県
立
教
育
セ
ン
タ
ー
理
科
研
究
室
の
生

息
分
布
調
査
の
結
果
、
岩
手
県
の
県
北
沿
岸
地
域

で
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
軌
こ
入
響
う
羅
究
の
繕
桑

が
発
表
さ
れ
だ
。

メ
ダ
カ
意
、
奉
全
喜
鵠
南
し
え
｛
し
庵
錘
鎮

這
這
分
壱
二
』
・
を
言
つ
な
ぎ
湧
遜
鹿
奈
部
に

い
な
』
（
諄
）
入
蕊
一
手
采
・
》
な
っ
で
“
そ
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北から南から
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◆
授
業
づ
く
り
に
役
立
っ
た
本

こ
と
ば
に
関
す
る
文
庫
本
と
『
野
球
』
・
金
田
道
紀
別

授
業
は
ま
ち
が
っ
て
い
い
ん
だ
″
・
井
口
勝
義
駒

I

鋤
国
語
・
追
及
発
見
ワ
ー
ク
旬
残
雪
Ｖ
ｓ
隼
ど
っ
か
へ
ん
〃
』
’
・
…
・
松
下
準
市
浦

鮒
社
会
・
い
く
つ
み
つ
か
る
か
な
ｉ
…
…
：
：
：
：
：
：
：
：
…
：
：
：
右
川
水
良
湘

珊
算
数
・
緬
１
け
た
の
た
し
算
・
ひ
き
算
は
こ
の
ゲ
ー
ム
で
：
：
Ｉ
能
代
蓼
別

細
理
科
・
事
謹
γ
ス
ト
を
授
業
で
：
：
：
…
：
…
：
：
：
：
：
…
…
…
…
：
…
…
佐
々
木
昭
弘
龍

剛
体
青
。
知
っ
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立
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健
康
ク
イ
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…
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：
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：
：
：
…
…
白
和
佐
磨
別

騨
音
楽
．
こ
の
和
音
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何
の
場
面
か
な
？
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：
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：
：
：
…
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：
：
：
：
：
：
吉
川
塵
一
冊

★
生
活
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リ
レ
ー
連
載
フ

蛸
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棚
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理
科
下

活
動
か
ら
自
然
認
識
過
程
一
〆
澤
‐
‘

豆
し
て
よ
い
か
。
そ
の
後
剛

、
〉
↑
１
１

の
典
型
を
探
る
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（
グ
ラ
ゼ
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）
授
業
者
の
表
情
幽
。
野
口
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